
第12回
定時株主総会招集ご通知
2025年４月１日▶2026年３月31日

※株主総会にご出席の株主様へのお土産の贈呈は実施
しておりません。
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

日 時

場 所

2026年６月26日（金曜日）
午前10時（受付開始 午前９時）

岐阜県大垣市万石二丁目31番地
大垣フォーラムホテル
２階 旭の間
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

証券コード：3447
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Our Purpose

Our Vision

私たちは、製品・サービスを通じて
大切な「命」を守ります。

私たちの目標

Our Mission
私たちの理念

パーパス

『いのちを守り、未来を支える。』

私たちは、社員のやる気を応援し、
「夢と未来」の実現を支えます。

私たちは、お客様から信頼される
企業を目指します。

私たちは、お客様とともに
成長を続けます。
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証券コード3447
2026年６月11日

（電子提供措置の開始日2026年６月３日）
株 主 各 位

岐阜県海津市平田町仏師川字村中30番７
信和株式会社

代表取締役社長 則 武 栗 夫

第12回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第12回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト https://ir.shinwa-jp.com/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦
覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

なお、当日のご出席に代えて、書面又はインターネット等によって議決権を行使することがで
きますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権
を行使してくださいますようお願い申し上げます。

[書面（郵送）による議決権行使の場合]
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2026年６月25日（木曜日）

午後５時までに到着するようご返送ください。
[電磁的方法（インターネット等）による議決権行使の場合]
３〜４頁の「電磁的方法（インターネット等）による議決権行使のお手続きについて」をご参

照のうえ、2026年６月25日（木曜日）午後５時までに、議案についての賛否をご入力くださ
い。

敬 具
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記
１．日 時 2026年６月26日（金曜日）午前10時（受付開始 午前９時）
２．場 所 岐阜県大垣市万石二丁目31番地

大垣フォーラムホテル ２階 旭の間
末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。

３．目的事項 報告事項
１．第12期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

事業報告の内容、連結計算書類並びに計算書類の内容報告の件
２．会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
決議事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）３名選任の件
第２号議案 会計監査人選任の件

４．招集にあたっての決定事項
（1）議決権行使書において、各議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものと

してお取り扱いいたします。
（2）議決権の重複行使について

①インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効
な議決権行使としてお取り扱いいたします。

②インターネット等と書面（郵送）の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等
によるものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

（3）当日代理人により議決権を行使される場合は、他の議決権を有する株主様１名に委任するこ
とができます。この場合は、株主様ご本人の議決権行使書用紙とともに、代理権を証明する
書面をご提出ください。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際には、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申し上げます。

◎書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款第17条の規定に基
づき、下記の事項を記載しておりません。したがって、当該書面は監査報告を作成するに際
し、監査等委員会及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。
①事業報告の「業務の適正を確保するための体制及び運用状況」
②連結計算書類の「連結注記表」
③計算書類の「個別注記表」

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させ
ていただきます。
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スマート
フォンを
ご利用の方

パソコンを
ご利用の方

行使期限に
ご注意ください

最後に行使
されたものが有効

インターネット
議決権を優先

アクセス
費用のご負担

インターネットによる
議決権行使に関する
問い合わせ

三井住友信託銀行証券代行ウェブサポート専用ダイヤル
電話 ０１２０－６５２－０３１（フリーダイヤル）
［受付時間 ９：００～２１：００］
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電磁的方法（インターネット等）による議決権行使のお手続きについて
１．インターネットをご利用される皆様へ

同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使ウェブサイト
ログインQRコード」を読み取りいただくことにより、スマートフォン用議決権行使
ウェブサイトから議決権を行使できます。
詳しくは、次頁をご覧ください。

パソコンからの議決権行使は、当社の指定する議決権行使サイト
（https://www.web54.net）をご利用いただくことによってのみ可能です。
上記アドレスにアクセスいただき、同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権
行使コード」及び「パスワード」をご利用になり、画面の案内に従って賛否をご入
力ください。

インターネットによる議決権行使は、株主総会参考書類をご検討いただき、2026
年６月25日（木曜日）午後５時までに行使されますようお願いいたします。

インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたもの
を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

インターネット等と書面（郵送）の両方で議決権行使をされた場合は、インターネ
ット等によるものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用は、株主様のご負担となりま
すのでご了承ください。

２．機関投資家の皆様へ
管理信託銀行等の名義株主様（常任代理人様を含みます。）につきましては、議決権行使電子プラットフォ
ームのご利用を事前に申し込まれた場合には、当社の株主総会における電磁的方法による議決権行使の方法
として、当該プラットフォームをご利用いただくことができます。
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QRコードを読み取る方法「スマート行使」による議決権行使について

スマートフォン用議決権行使の方法

専用の「QRコード」をスマートフォンまたはタブレット端末で読み取って、議決権行使を簡単に行えます。

ステップ1
同封の議決権行使書用紙の右下「ス
マートフォン用議決権行使ウェブサイ
トログインQRコード」をスマートフォ
ンかタブレット端末で読み取ります。

ステップ2

表示されたURLを開くと議決
権行使ウェブサイト画面が開
きます。議決権行使方法は2つ
あります。

画面の案内に従って各議案の
賛否をご入力ください。

して行使が完了します。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

確認画面で問題なければ「こ
の内容で行使する」ボタンを押

ステップ3 ステップ4
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）３名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く）４名全員は、本総会終結の時をもって任期満了とな

りますので、取締役（監査等委員である取締役を除く）３名の選任をお願いいたしたいと存じま
す。
また、当社は下記のとおり取締役の指名手続き及び指名基準を定めており、指名報酬委員会に

おいて取締役候補者全員は、資格要件を満たしていることを確認しております。また、監査等委
員会は、各候補者に関して、当事業年度における業務執行状況及び業績等を評価したうえで、当
社の取締役として適任であると判断しております。
なお、本議案が原案どおり承認可決されますと、当社の取締役６名の構成は、社内取締役３

名、社外取締役は３名（うち独立役員３名）となり、男性取締役５名、女性取締役１名となりま
す。

取締役候補者 指名基準
1. 指名の手続き
当社は独立社外取締役２名以上と代表取締役１名以上で構成される指名報酬委員会を設置して

おります。
指名報酬委員会において、下記の選任基準及び独立性判断基準に基づき、取締役候補者を審議

した後、監査等委員会の同意を得て取締役会で決定し、選出する仕組みを構築しております。

2. 社内取締役の選任基準
（1）当社の歴史・風土・文化を理解し、信和イズムを踏襲する優れたビジネス感覚・経営判断

能力を有する者
（2）当社グループの業務に関する専門知識を有し、先見性、構想力、決断力、求心力、指導力

に優れている者
（3）取締役としてふさわしい人間性と倫理観を有する者
（4）社内取締役としての職務を遂行するにあたり健康上の支障がない者
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3. 社外取締役の選任基準
（1）経営、経理・財務、法律、行政、社会文化等の専門分野に関する知見を有し、当該専門分

野で相応の実績を挙げている者
（2）取締役としてふさわしい人間性と倫理観を有する者
（3）社外取締役としての職務遂行にあたり、他の職務との兼務が適正であり支障とならない者
（4）社外取締役としての職務を遂行するにあたり、健康上の支障がない者

4. 社外取締役の独立性判断基準
（1）当社取締役会が、当社における社外取締役が独立性を有すると認定するには、当該社外取

締役が以下のいずれにも該当することなく、当社の経営陣から独立した中立の存在でなけ
ればならない。（以下、独立性を有すると認定する社外取締役を「独立役員」という。）

① 当社グループの業務執行を担当する者
② 当社グループを主要な取引先とする者又はその業務執行者
③ 当社グループの主要な取引先又はその業務執行者
④ 当社の総議決権の10％以上の議決権を直接又は間接的に保有している者又はその業務執

行者
⑤ 当社グループが総議決権の10％以上の議決権を直接又は間接的に保有している者又はそ

の業務執行者
⑥ 当社グループから役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、

公認会計士等の会計専門家、弁護士等の法律専門家
⑦ 当社の法定監査を行う監査法人に所属する者
⑧ 当社グループの業務執行者が現在又は過去３年以内に他の会社において社外役員に就い

ている又は就いていた場合における当該他の会社の業務執行者
⑨ 下記に掲げる者の近親者
(a)上記①から⑧までに掲げる者
(b)当社グループの重要な業務執行者
(c)過去３年間において、上記(b)に該当していたもの

（2）前記(1)に定める要件のほか、独立役員は、独立した社外取締役としての職務を果たせない
と合理的に判断される事情を有してはならない。

（3）独立役員は、本基準に定める独立性を退任まで維持するように努め、本基準に定める独立
性を有しないこととなった場合には、直ちに当社に告知するものとする。
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社外取締役

《社外取締役の割合》

社内取締役 社外取締役

男性

女性
３名３名

《女性取締役の割合》

男性 女性

社内取締役

５名

１名
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氏 名 議案が選任された後の
経営体制（予定）の地位 属 性 第12期の取締役会

への出席状況

則 武 栗 夫 代表取締役会長 再任 100％
（23回／23回）

鬼 頭 和 也 代表取締役社長 再任 100％
（23回／23回）

平 澤 光 良 取締役
執行役員 再任 100％

（23回／23回）

谷 口 哲 一 社外取締役（監査等委員） 再任・社外・独立 100％
（23回／23回）

芹 澤 浩 社外取締役（監査等委員） 再任・社外・独立 100％
（23回／23回）

阿知波 知 子 社外取締役（監査等委員） 再任・社外・独立・女性 100％
（23回／23回）

（注）社外…社外取締役候補者 独立…東京証券取引所及び名古屋証券取引所に届出予定の独立役員
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（ご参考）
議案が承認された後の取締役会のスキルマトリックス（予定）
取締役候補者の専門性と経験は、次のとおりであります。

氏名 性別 役職 企 業
経 営

業 界
知 見

マーケティング
・ 営 業

製 造 ・
調 達

財 務 ・
会 計

人 事 ・
人材開発

法 務 ・
リスク管理

グローバル
経 験

E S G・
サステナビリティ

社
内
取
締
役

則 武 栗 夫 男 代表取締役会長 ● ● ● ● ● ● ● ●

鬼 頭 和 也 男 代表取締役社長 ● ● ● ● ● ●

平 澤 光 良 男 取締役
執行役員 ● ● ● ● ●

社
外
取
締
役

谷 口 哲 一 男 独立社外取締役
監査等委員 ● ● ● ●

芹 澤 浩 男 独立社外取締役
監査等委員 ● ● ● ● ●

阿知波 知 子 女 独立社外取締役
監査等委員 ● ● ● ●

（注）1．役付取締役は第12回定時株主総会終結後の取締役会にて決定いたします。
2．上記一覧表は各氏の経験などを踏まえ、より専門的な知見を有する分野を表しており、有する全ての

知見を表すものではありません。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）の候補者は次のとおりであります。
候補者番号

１
のり たけ くり お

則 武 栗 夫 （1967年10月20日生）
所有する当社の株式数…………108,415株

（2026年３月31日現在）

再 任 [略歴、地位及び担当]
1990年４月 株式会社ワキタ入社
1993年９月 光洋運輸株式会社入社
1997年７月 丸紅建設機械販売株式会社入社
2007年７月 当社 入社 営業部副部長兼大阪営業所長
2010年４月 当社 執行役員 営業本部長兼大阪支店長
2014年１月 信和サービス株式会社 取締役
2017年８月 当社 常務取締役 執行役員 営業本部長
2019年６月 当社 取締役 副社長 執行役員 営業

本部長
2019年11月 広東日信創富建築新材料有限公司 董事長

2021年６月 当社 代表取締役社長 執行役員 営業
本部長

2023年４月 当社 代表取締役社長 執行役員
2023年６月 当社 代表取締役社長（現任）
2023年７月 広東日信創富建築新材料有限公司 執行

董事
2024年４月 株式会社ヤグミ 取締役（現任）
2025年 5 月 株式会社凰金属工業 代表取締役社長

（現任）
2025年10月 海津建設株式会社 取締役（現任）

[重要な兼職の状況]
株式会社 凰金属工業 代表取締役社長
株式会社 ヤグミ 取締役
海津建設株式会社 取締役

取締役候補者とした理由
則武栗夫氏は、2017年に当社の常務取締役に就任、2021年から当社の代表取締役社長を務めており、経営者としての
豊富な経験・実績・見識を有しております。当社グループ全体の持続的な企業価値向上に資する経営の牽引並びに取締
役会での重要な意思決定及び監督機能強化に寄与できると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号

２
き とう かず や

鬼 頭 和 也 （1972年２月３日生）
所有する当社の株式数…………253,675株

（2026年３月31日現在）

再 任 [略歴、地位及び担当]
1993年５月 鬼頭興業 代表
2000年７月 有限会社ヤグミ（現 株式会社ヤグミ）

代表取締役社長（現任）
2019年２月 Kisaragi Global Link 協同組合 代表

理事（現任）
2022年９月 有 限 会 社 板 橋 組 （現 株 式 会 社

ITABASHI）取締役（現任）

2022年９月 有限会社 イタバシトランスポート 取
締役

2025年２月 当社 取締役副社長（現任）
2025年５月 株式会社凰金属工業 取締役（現任）
2025年10月 海津建設株式会社 取締役（現任）

[重要な兼職の状況]
株式会社 ヤグミ 代表取締役社長
株式会社 ITABASHI 取締役
Kisaragi Global Link 協同組合 代表理事
株式会社 凰金属工業 取締役
海津建設株式会社 取締役

取締役候補者とした理由
鬼頭和也氏は、建設用仮設業界における豊富な実務経験と、子会社における経営者としての豊富な経験・実績・見識を
有しております。当社グループにおいて、新製品・新サービスの開発、商流の拡大、人材育成、運営体制の構築を強力
に推進する経営手腕を発揮し、企業価値の向上に寄与できる人材と判断したことから、引き続き取締役の候補者としま
した。
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候補者番号

３
ひら さわ みつ よし

平 澤 光 良 （1972年９月27日生）
所有する当社の株式数…………103,643株

（2026年３月31日現在）

再 任 [略歴、地位及び担当]
1998年10月 監査法人 トーマツ（現 有限責任監査

法人 トーマツ）東京事務所入社
2002年４月 公認会計士登録
2012年２月 当社入社 管理部担当部長
2012年６月 信和サービス株式会社 監査役
2012年７月 当社 執行役員 管理本部長
2019年11月 広東日信創富建築新材料有限公司 監事

2023年６月 当社 取締役 執行役員 管理本部長
2024年４月 株式会社ヤグミ 取締役（現任）
2025年２月 当社 常務取締役 執行役員（現任）
2025年５月 株式会社凰金属工業 監査役
2025年10月 海津建設株式会社 取締役（現任）

[重要な兼職の状況]
株式会社 ヤグミ 取締役
海津建設株式会社 取締役

取締役候補者とした理由
平澤光良氏は、2012年に当社の執行役員に就任、当社の総務及び経理など管理部門の責任者として豊富な経験を有して
おります。また、公認会計士として財務・会計及びＭ＆Ａ等に関する相当程度の知見を有していることから、引き続き
取締役候補者といたしました。

（注）1．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社と締結しており、被保険者がその職務の執行に関し責任

を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を、当該保険
契約により填補することとしております。各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保
険者となります。また、被保険者の保険料負担はありません。なお、2026年９月に同内容での更新を
予定しております。
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第２号議案 会計監査人選任の件
当社の会計監査人である有限責任 あずさ監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了によ

り退任されますので、監査等委員会の決定に基づき、新たに会計監査人の選任をお願いするもの
であります。なお、監査等委員会がかがやき監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、同監
査法人は会計監査人としての専門性、独立性及び品質管理体制と当業界に対する知見を有してお
り、当社の企業規模に適した対応と、効果的な監査業務の遂行が期待できるなどを総合的に勘案
した結果、当社の会計監査人として適任と判断したためであります。
会計監査人候補者は、次の通りであります。

（2026年３月31日現在）
名 称 かがやき監査法人

主 た る 事 業 所 名古屋市中村区名駅一丁目１番１号 JPタワー名古屋30階

沿 革 2003年４月
2024年８月

設立
上場会社等監査人名簿への登録

概 要

構成人員

関与法人数

社員15名
公認会計士56名
その他10名
79社

（注）かがやき監査法人が原案どおり選任された場合、当社と同監査法人は会社法第427条第１項の規定に基づ
き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損
害賠償責任の限度額は980万円以上であらかじめ当会社が定めた金額または法令が規定する額のいずれか
高い額とする予定であります。

以 上
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株主優待のご案内

１．目的
（１）株主様への還元

株主の皆様の日頃からのご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を一層高め、
中長期的に保有いただける株主様の増加を目的として、株主優待制度「信和プレミアム優待
倶楽部」をご用意しております。

（２）株主管理分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）化の促進
同制度により、株主管理のデジタル化促進に取り組むことで、株主様との対話強化に努め

てまいりたいと考えております。具体的には、「信和プレミアム優待倶楽部」を通じて得ら
れる株主データベースを活用し、PR情報・決算情報等のIR情報を随時配信させていただく予
定です。効果的な株主様との対話を実現し、企業価値の向上、事業拡大に向けて邁進してい
きたいと考えております。

２．株主優待制度の内容
毎年９月末現在の当社株主名簿に記載された1,000株以上を保有する株主様を対象とし、保

有する株式数に応じ、優待ポイントを進呈いたします。
株主様の保有する優待ポイント数に応じて、お米やブランド牛などのこだわりグルメ、スイ

ーツや飲食類、銘酒、家電製品、選べる体験ギフトなど「信和プレミアム優待倶楽部」に掲載
されている4,000種類以上の優待商品からお好みの商品をお選びいただけます。社会貢献活動
への寄付も選択できます。また、他のプレミアム優待倶楽部導入企業の優待ポイントと合算が
可能な共通株主優待コイン「WILLsCoin」と交換が可能です。交換いただいた「WILLsCoin」
はこちら（https://portal.premium-yutaiclub.jp/）からご確認いただけます。
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（例）優待商品

優待ポイント表（1ポイント≒1円）

保有株式数

進呈ポイント数

初年度
長期保有特典

１年以上３年未満
継続保有

３年以上５年未満
継続保有

５年以上
継続保有

1,000株〜1,499株 5,000ポイント 5,500ポイント 同左 同左

1,500株〜1,999株 15,000ポイント 16,500ポイント 同左 同左

2,000株〜2,499株 22,000ポイント 24,000ポイント 同左 同左

2,500株〜2,999株 28,000ポイント 31,000ポイント 35,000ポイント 40,000ポイント

3,000株以上 35,000ポイント 40,000ポイント 45,000ポイント 50,000ポイント

進呈条件 ：毎年９月末日の株主名簿に、1,000株以上保有する株主様として記載されるこ
と。

長期保有特典：2023年以降、９月末日の株主名簿に、同一株主番号で連続２回以上かつ継続し
て1,000株以上お持ちの株主様として記載された方を対象とします。

※優待ポイントの繰越はできませんので、ご注意ください。
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３．申し込み方法
対象となる株主様には、交換できる優待商品や株主様限定の特設インターネット・サイト登

録方法などを記載した「信和プレミアム優待倶楽部のご案内」を2026年11月頃に送付いたし
ます。お送りするご案内に記載のとおりインターネット・サイトにてご登録いただくことによ
り、優待ポイント数に応じて、4,000種類以上の商品からお選びいただくことができます。イ
ンターネットに登録ができない株主様においては、電話にて申し込みいただくことはできます
が、ご選択いただける商品に限りがございますのでご了承ください。
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事 業 報 告
（2025

2026
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度における我が国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費に持ち直
しの動きが見られ、企業収益の改善を受けた設備投資も増加するなど、緩やかな回復基調が
継続いたしました。一方で、物価上昇の継続や金融資本市場の変動、海外経済の減速懸念や
地政学的リスクの高まりなどにより、先行きについては不透明な状況が続いております。

当社グループが事業を展開する建設関連分野においては、公共投資および民間設備投資に
支えられ、建設投資は底堅く推移いたしました。国土交通省の建設総合統計によれば、建設
工事出来高は前年を上回る水準で推移しており、都市再開発やインフラ更新需要を背景に建
設需要は堅調に推移しております。一方で、住宅分野においては、建設資材価格の高止まり
や人手不足、金利上昇への警戒感等を背景に、新設住宅着工戸数は弱含みで推移いたしまし
た。

このような事業環境のもと、当社グループでは、仮設資材部門において主力製品であるく
さび緊結式足場について、「所有」から「利用」への需要のシフトを的確に捉え、販売とレ
ンタルを組み合わせた提案を強化してまいりました。2024年４月に子会社化したヤグミグ
ループは、仮設施工機能の強化により当社の事業基盤を補完し、グループ全体の対応力およ
び提供価値の向上に寄与しております。また、当連結会計年度において新たに子会社化した
株式会社凰金属工業（2025年５月取得）および海津建設株式会社（同年10月取得）につい
ては、グループシナジーの創出に向けた体制整備および業務統合を推進してまいりました。

物流機器部門においては、既存製品の性能向上およびラインナップの拡充に加え、多様化
する顧客ニーズに対応した新製品開発を推進し、顧客の課題解決に取り組んでまいりまし
た。
また、製造原価の低減に向けては、内外製区分の最適化、仕入先の見直し、物流体制の効

率化および生産性の向上などの各種施策を推進し、コスト競争力の強化に取り組んでまいり
ました。
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なお、当第３四半期連結累計期間において暫定的に実施していた新規連結子会社に係る取
得時の会計処理について、通期決算に向けた精査の過程で見直しを行い、その影響を第４四
半期に反映しております。これに伴い、取得時の純資産が取得対価を上回ったことによる負
ののれん発生益466百万円を「その他の収益」に計上しております。

一方で、2025年12月に開示した当社子会社における資金流出事案に関連し、250百万円
を「その他の費用」に計上しております。

当社の事業活動の根底には、「いのちを守り、未来を支える」というパーパスがあります。
建設現場で働く方々の安全確保を最優先課題とし、製品の軽量化を通じて現場の負担軽減と
安全性・生産性の向上の両立を追求しております。さらに、橋梁などの特殊工事に対応する
吊り足場の提供を開始するなど、より幅広い現場ニーズに応えています。社会インフラを支
える建設業界の重要性が一層高まる中、当社は今後も市場ニーズと社会の要請に真摯に応
え、お客様と共に課題解決に取り組むことで、持続可能な未来の実現に貢献してまいりま
す。

以上の結果、当連結会計年度における売上収益は20,138百万円（前期比15.1％増）、営
業利益は2,488百万円（前期比53.4％増）、税引前利益は2,313百万円（前期比54.4％増）、
親会社の所有者に帰属する当期利益は1,718百万円（前期比76.2％増）となり、売上収益・
各段階利益ともに上場来最高を更新いたしました。
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なお、当社グループは仮設資材及び物流機器の製造・販売事業の単一セグメントであるた
め、セグメントごとの記載はしておりませんが、事業部門別の業績は、次のとおりでありま
す。

①仮設資材部門
仮設資材部門では、「製造から施工まで」を一貫して担う

体制のもと、戸建住宅から高層建築物まで幅広く対応可能
な「くさび緊結式足場」や「次世代足場」の製造・販売・
レンタル及び仮設施工サービスの提供を行っております。
当連結会計年度においても、仮設資材に対する需要は引

き続き堅調に推移いたしました。原材料価格の高止まりや
製品価格の上昇が継続するなか、顧客においては販売から
レンタルへのシフト傾向が継続しているものの、現場ニー
ズに応じた提案力の強化により、販売についても底堅く推
移いたしました。
こうした環境下において、当部門では販売とレンタルの

両面から柔軟な提案営業を展開するとともに、重点エリア
での営業活動を強化し、顧客ニーズに応じた最適なサービ
ス提供に努めてまいりました。また、グループ会社である
ヤグミグループは、豊富な人材力を活かし、堅調な工事需
要を確実に取り込み、施工実績を積み上げております。さ
らに、海津建設株式会社の売上寄与もあり、「くさび緊結式
足場」「施工及びレンタル」は堅調に推移いたしました。
これらの結果、仮設資材部門の売上収益は14,458百万円

（前期比11.0％増）となりました。
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②物流機器部門
物流機器部門では、大型物流倉庫、自動車など多様な産

業向けに、オーダーメイド製品を通じて運搬・保管の効率
化と安全性向上を実現するソリューションを提供していま
す。
当連結会計年度においても、大型物流倉庫関連案件に加

え、ガラス・土石製品、自動倉庫分野など、幅広い業界か
らの継続的な受注がありました。
なかでも大型物流倉庫案件が大きく寄与し、当部門の売

上拡大を牽引いたしました。
これらの結果、物流機器部門の売上収益は5,679百万円

（前期比26.9％増）となり過去最高となりました。

（2）資金調達の状況
当連結会計年度は、金融機関からの借入により資金調達を実施しました。

（3）設備投資の状況
当社グループは、当連結会計年度中において、新設機材センターの設備、架け払い工事に

使用する足場、顧客貸出に使用するレンタル資産などに1,715百万円の設備投資を行いまし
た。
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（4）財産及び損益の状況の推移
IFRS

第９期 第10期 第11期 第12期
（当連結会計年度）

2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで

2023
2024

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで

2025
2026

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで

売 上 収 益（千円） 14,757,236 12,678,718 17,503,026 20,138,628

営 業 利 益（千円） 1,501,738 700,128 1,622,280 2,488,194
親会社の所有者に帰属
する当期利益（千円） 1,007,788 409,665 975,039 1,718,316
基 本 的 １ 株 当 た り
当 期 利 益（円） 72.49 29.46 70.17 126.24

資 産 合 計（千円） 21,294,895 20,675,663 29,967,904 31,984,489

資 本 合 計（千円） 15,552,339 15,318,459 15,846,814 16,910,940

（5）対処すべき課題
当社グループは、2024年５月に2025年３月期から2029年３月期までの５カ年を実行期

間とする「中期経営計画」を策定・公表いたしました。今後、強固なバリューチェーンの構
築と新たな仮設・建設関連サービスを創出することを通じて、以下の課題にも対応してまい
ります。

①当社グループ全社員の活力の創出
当社グループは、経営理念（Our Mission）として『私たちは、社員のやる気を応援

し、「夢と未来」の実現を支えます。』を掲げております。また、当社グループが持続的な
成長を果たすためには、社員が夢を描き、その実現に向かって、持てる力を存分に発揮で
きることが重要だと考えております。
その実現のために、当社グループは社員の働き甲斐を高め、社員の活力の創出に資する

よう、人事評価の透明性を図り、成果や情報の共有を図るインフラの整備を行うととも
に、業務の効率化やコミュニケーションの活性化を推進するIT投資、ブランディングを通
じた意識・意欲の高揚など、多様な人材が能力を最大限に発揮できる職場環境の整備など
を推進してまいります。
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②優秀な人材の確保と育成
当社グループが持続的な成長を果たすためには、優秀な人材を確保し育成することが不

可欠であると考えております。
当社グループでは、積極的な採用活動を一層推し進め、製品開発力の強化や営業力の強

化、内部管理体制の強化等に資する優秀な人材を確保してまいります。
また、成長を促す仕組みづくりに取り組み、社内外の研修体制の整備、人材管理体制の

構築、外部ノウハウの活用等を推進してまいります。

③コーポレート・ガバナンスの強化
当社グループは、コンプライアンスの方針・体制・運営方法を定め、企業の社会的責任

を深く自覚するとともに日常の業務遂行において関係諸法令を遵守し、社会倫理に適合し
た行動を実践することが、継続的な企業価値の向上につながると考えております。
全てのステークホルダーを尊重し、企業の健全性、透明性を高めるとともに、長期的か

つ安定的な株主価値の向上に努めるため、迅速で合理的な意思決定体制及び業務執行の効
率化を可能とする社内体制を構築し、コーポレート・ガバナンスの強化に取り組んでまい
ります。
また、子会社においても管理体制を強化し、当社グループ全体でのガバナンスの強化を

推進してまいります。

④製品品質の更なる向上
当社製品が顧客に選ばれ続けるための基盤は、製品品質の維持・向上にあるものと考え

ております。
製造人員、製造設備、製造方法等の変更時などの変化点における特に重点的な品質確認

を実施するほか、過去に発生した品質問題を毎日のミーティング時に振り返り、対応策の
継続確認や更なる対策の検討を行うことで、同じ問題を繰り返さない体制をさらに強化し
てまいります。
また、製品自体の品質確認のみならず、製造設備の造り込みやメンテナンスの定期化等

の確認、検出された不具合の速やかな情報展開・情報共有を通じ、品質に問題のある個体
を造らせない活動も行ってまいります。

⑤コストダウンの推進
当社グループの製造・調達部門においては、従来からの手法をそのまま踏襲し続けるの

ではなく、常に改善点を模索し、コストダウンを実践しております。
その範囲は、工程短縮だけにとどまらず、設備のランニングコスト、検査コストなど幅

広い視点から、様々なコストダウン活動の積み重ねにより大きな効果を目指すものであり
ます。材料調達においても、歩留まり向上を意図した適切なサイズの材料発注や複数社購
買の推進などに注力することで、仕入れコスト低減に努めてまいります。
これらの活動は定期的にレビューし、取り組みの効果や方向性などを確認しつつ、コス

トダウンに対する不変的な姿勢としての定着を図ってまいります。
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（6）主要な事業内容（2026年３月31日現在）
当社グループは、当社及び連結子会社８社で構成されており、主として次の事業を行って

おります。

①くさび緊結式足場資材及び一般仮設資材の開発・製造・販売・リース・レンタル並びにく
さび緊結式足場の架け払し工事の設計・施工・請負

②物流機器の開発・製造・販売

（7）主要な営業所及び工場（2026年３月31日現在）
①当社
営 業 所：中部支店 岐阜県海津市

東京支店 東京都千代田区
大阪支店 大阪府吹田市
福岡支店 福岡県糟屋郡宇美町
長崎支店 長崎県諫早市
名古屋オフィス 愛知県名古屋市
幸手事務所 埼玉県幸手市

レンタルヤード：土倉機材センター 岐阜県海津市
杉戸機材センター 埼玉県北葛飾郡杉戸町
関西機材センター 大阪府池田市
相模原機材センター 神奈川県相模原市

工 場：土倉工場 岐阜県海津市

②子会社
■株式会社ヤグミ
本 社： 愛知県一宮市
■株式会社池田工務店
本 社： 愛知県尾張旭市
■株式会社ITABASHI
本 社： 岐阜県岐阜市
■Kisaragi Global Link協同組合
事 務 所： 愛知県一宮市
■株式会社凰金属工業
本 社： 岐阜県海津市
■海津建設株式会社
本 社： 愛知県稲沢市
■株式会社港組
本 社： 愛知県江南市
■株式会社ハウスセンター中部
本 社： 愛知県小牧市

（注）広東日信創富建築新材料有限公司は、2025年12月22日付で清算結了いたしました。
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（8）従業員の状況（2026年３月31日現在）
①企業集団の従業員の状況

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
358名 99名増

（注）従業員数は就業人員（当社グループ外への出向者を除き、当社グループへの出向者を含む）であり、契約
社員、嘱託社員及びパート社員を含んでおりません。

②当社の従業員の状況
従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

145名 15名減 42.2歳 10.2年
（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、契約社

員、嘱託社員及びパート社員は当事業年度の平均23名を含んでおりません。

（9）重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

万円 ％
株式会社ヤグミ 3,000 100 とび工事業の請負、仲介等
海津建設株式会社 3,200 100 土木建築請負、設計施工
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（10）主要な借入先の状況（2026年３月31日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,670百万円
三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,052百万円
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,052百万円
株 式 会 社 十 六 銀 行 597百万円
株 式 会 社 SBI 新 生 銀 行 534百万円

２．会社の株式に関する事項
（1）発 行 可 能 株 式 総 数 55,153,600株
（2）発 行 済 株 式 の 総 数 14,103,000株
（3）株 主 数 13,982名
（4）大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
ア ル イ ン コ 株 式 会 社 689,400株 5.0％
阪 和 興 業 株 式 会 社 689,400株 5.0％
鬼 頭 和 也 253,675株 1.8％
大 和 証 券 株 式 会 社 153,000株 1.1％
中 山 通 商 株 式 会 社 137,900株 1.0％
BNY GCM CLIENT ACC OUNT JPRD AC ISG(FE-AC) 126,092株 0.9％
新 海 秀 治 122,900株 0.9％
モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社 118,838株 0.8％
平 野 真 一 109,614株 0.8％
則 武 栗 夫 108,415株 0.7％
（注）当社は、自己株式544,119株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率

は自己株式を控除して計算しております。
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（5）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
当社は、執行役員を兼務する取締役を対象として、株主価値との連動性を高め長期的な業

績向上へのインセンティブを付与する譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。当期に
おいては、取締役（社外取締役を除く）４名に対し、職務執行の対価として、33,547株交
付しております。

（6）その他株式に関する重要な事項
当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能にするため、会社法第

459条第１項の規定による定款の定めに基づき、2025年５月14日の当社取締役会決議に基
づき、2025年５月15日から６月９日の間、市場取引により395,600株（発行済株式総数
（自己株式を除く）に対する割合2.84％）の自己株式を総額299,971,300円で取得しまし
た。

（7）株式分布状況

区 分
株式の状況（１単元の株式数100株） 単 元 未 満

株式の状況金 融 機 関 金 融 機 関
取 引 業 者

そ の 他 の
法 人 外国法人等 個 人

そ の 他
自 己 名 義
株 式 計

株主数（名） 4 22 121 93 12,135 1 12,377 −
所有株式数
（単元） 1,872 5,571 19,001 9,193 99,706 5,441 140,784 24,600株

割合（％） 1.33 3.96 13.50 6.53 70.82 3.86 100.00 −
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３．会社の新株予約権等に関する事項
（1）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権等の状況

該当事項はありません。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権等の状況
該当事項はありません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役の状況（2026年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 則 武 栗 夫
株式会社 凰金属工業 代表取締役社長
株式会社ヤグミ 取締役
海津建設株式会社 取締役

取 締 役 副 社 長 鬼 頭 和 也

株式会社ヤグミ 代表取締役社長
株式会社ITABASHI 取締役
Kisaragi Global Link 協同組合 代表理事
株式会社 凰金属工業 取締役
海津建設株式会社 取締役

専 務 取 締 役 平 野 真 一 執行役員
株式会社 凰金属工業 取締役

常 務 取 締 役 平 澤 光 良
執行役員
株式会社ヤグミ 取締役
海津建設株式会社 取締役
株式会社 凰金属工業 監査役

取 締 役
（監査等委員） 谷 口 哲 一 谷口法律事務所 代表弁護士
取 締 役
（監査等委員） 芹 澤 浩

取 締 役
（監査等委員） 阿知波 知 子

あちわ社会保険労務士事務所 代表
あちわ行政書士事務所 代表
東海ソフト株式会社 社外取締役（監査等委員）

（注）1．監査等委員である取締役 谷口哲一氏は弁護士、阿知波知子氏は公認会計士として、財務及び会計に
関する相当程度の知見を有するものであります。

2．取締役谷口哲一氏、芹澤浩氏及び阿知波知子氏は、社外取締役であります。
3．当社は、谷口哲一氏、芹澤浩氏及び阿知波知子氏を東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基

づく独立役員として指定し、両取引所に届け出ております。
4．監査等委員会の補助機関（監査等委員会室等）が情報収集を行っているため、監査の実効性を確保し

ていることから、常勤の監査等委員を選定しておりません。
5．当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く）の全員は、職務の遂行にあたり期待される役割

を十分に発揮することを目的として、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の
損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令
が規定する額としております。

6．専務取締役平野真一氏は、当事業年度末日後の2026年４月28日付で株式会社凰金属工業の取締役を
辞任しております。

7．常務取締役平澤光良氏は、当事業年度末日後の2026年４月28日付で株式会社凰金属工業の監査役を
辞任しております。
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（2）事業年度中に就任した取締役
2025年６月25日開催の第11回定時株主総会において芹澤浩氏は新たに監査等委員であ

る取締役に選任され、同日付で就任いたしました。

（3）事業年度中に退任した取締役
2025年６月25日開催の第11回定時株主総会終結の時をもって、伊藤佐英氏は監査等委

員である取締役を任期満了により退任いたしました。

（4）取締役の報酬等
①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
ⅰ）当該方針の決定方法

当社は当該方針を決定するに当たり、任意に設置した指名報酬委員会の答申を得て、
取締役会において決定しております。

ⅱ）役員報酬に対する基本的な考え方
当社は当社の取締役の報酬制度を「コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え
方に基づき、中長期的グループ企業価値の継続的向上と持続的成長の実現のために、
適切なリスクテイクを行うための仕組み」と位置付け、以下の点に基づき、構築・運
用するものとしております。

◇ 株主をはじめとするステークホルダーに対して説明責任を果たせる、「透明性」「公
正性」「合理性」の高い報酬制度とする。

◇ 持続的かつ中長期的な企業価値の向上を動機づけるため、中長期的な企業価値と連
動する報酬制度とする。

◇ 株主からの負託に応えるとともに、信和イズムの継承と経営理念を実現できる優秀
な人材を登用し、リテンションできる報酬制度とする。

ⅲ）報酬水準
役員報酬の水準については、外部調査機関による客観的な役員報酬調査データに基づ
き、上場企業の中央値、同業（製造業・金属）、同規模（時価総額、事業規模等）、他
業種の役員報酬水準と毎年比較検証を行い決定します。

ⅳ）報酬構成
（1）社内取締役

①構成内容
報酬構成は、次のとおりとします。
1）役位に応じた月例の「基本報酬」（金銭報酬）を支給するものとします。
2）短期の企業価値向上を動機づけるインセンティブとして、事業年度ごとの業績

達成率等に連動する月例の「業績連動報酬」（金銭報酬）を支給するものとしま
す。

3）株主と価値を共有し、中長期の企業価値向上を動機づけるインセンティブとし
て「株式関連報酬」を支給するものとします。支給時期については、取締役会
にて決定します。
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②報酬構成の割合
構成割合は、下記の基準を目安として指名報酬委員会で審議します。
1）基本報酬と業績連動報酬の割合は、概ね６：４とします。
2）業績連動報酬のうち、金銭報酬と株式関連報酬の割合は、概ね６：４とします。
また、役位・職責等に応じて、指名報酬委員会の審議を経て、株式関連報酬の比率
を調整する場合があります。

③業績連動報酬の算出基準
業績連動報酬の算出は、下記の基準に基づき指名報酬委員会で審議します。
1）【短期インセンティブ報酬】＝【業績連動報酬（金銭報酬）】

＝【基本報酬】×【短期業績連動金銭報酬割合】×【業績目標達成率】
※ 業績目標達成率は、単年度の営業利益（連結IFRS基準）の達成率としま

す。

（2）社外取締役
①構成内容
報酬構成は、次のとおりとします。
1）役位に応じた「基本報酬」（金銭報酬）のみとします。
2）インセンティブ報酬となる「業績連動報酬」や「株式関連報酬」は支給しない

ものとします。
②報酬構成の割合
社外取締役の報酬は、基本報酬のみとし、業績と連動したインセンティブ報酬は設
けておりません。

ⅴ）当該事業年度に係る取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別の報酬等の内
容が当該方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定に当たっては、指名報酬委員会が原案について
決定方針に基づき多角的な検討を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊
重し決定方針に沿うものであると判断しております。

②取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬限度額は、2017年８月29日開催の臨

時株主総会決議において年額200百万円以内（うち、社外取締役分は20百万円以内とし、
使用人分給与は含まない）と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締
役の員数は６名（うち、社外取締役は４名）です。
また、取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2017年８月29日開催の臨時株主総会決

議において年額30百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の
取締役（監査等委員）の員数は３名（うち、社外取締役は３名）です。
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③取締役の個人別の報酬等の内容の決定に関する事項
ⅰ）指名報酬委員会

当社においては、取締役の報酬の決定に関する手続きの客観性及び透明性を確保する
こと等を目的として、独立社外取締役３名と代表取締役１名以上で構成する指名報酬
委員会を設置し、取締役の個人別の報酬を審議しております。

ⅱ）報酬の決定方法
取締役の報酬額は、指名報酬委員会において、職位別の基準報酬額に基づき、各取締
役の役割、貢献度、当社グループ業績の評価及び業績目標達成度の審議を行い、その
結果を取締役会に対して答申します。取締役会は当該答申に基づき最終的に決定しま
す。なお、監査等委員である取締役の報酬額は、監査等委員会において決定します。

④取締役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の額
（千円）

報酬などの種類別の総額（千円） 対象となる
役員の

員数（名）基本報酬 業績連動報酬 非金銭報酬
取締役（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

135,900
（−）

68,694
（−）

41,876
（−）

25,330
（−）

4
（0）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

16,093
（16,093）

16,093
（16,093）

−
（−）

−
（−）

4
（4）

（注）1．業績連動報酬の算出の基礎として選定した業績指標は、単年度の営業利益（連結IFRS基準）としてお
ります。また、当該業績指標を選定した理由は、経営の成果を表す指標として客観性があり、投資家
その他の利害関係者からも理解を得られやすい指標と判断したためであります。

2．当事業年度を含む営業利益（選定した業績指標）の推移は、1.（4）財産及び損益の状況の推移に記
載のとおりです。

3．当事業年度末現在の取締役（監査等委員を除く）は４名（うち社外取締役０名）であります。
4．当事業年度末現在の取締役（監査等委員）は３名（うち社外取締役３名）であります。なお、上記の

支給人員には、2025年６月25日開催の第11回定時株主総会の終結の時をもって退任した取締役（監
査等委員）１名を含んでおります。

（5）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、保険会社との間で、当社及び子会社の取締役全員を被保険者とする役員等賠償責

任保険契約を締結しております。保険料特約部分も含め当社が全額負担しており、被保険者
の実質的な保険料負担はありません。
当該保険契約では、被保険者である取締役がその職務の執行に関して責任を負うこと、又

は、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じることのある損害について填補す
ることとされています。但し、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して
生じた損害は填補されないなど、一定の免責事由があります。
当該保険契約には免責額が設けており、当該免責額までの損害については填補の対象とし

ないこととされています。
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（6）社外役員に関する事項
①他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係（2026年３月31日現在）
区 分 氏 名 兼職先 兼職の内容
取締役

（監査等委員） 谷 口 哲 一 谷口法律事務所 代 表 弁 護 士

取締役
（監査等委員） 阿知波 知 子

あちわ社会保険労務士事務所 代 表
あちわ行政書士事務所 代 表

東海ソフト株式会社 社 外 取 締 役
（監査等委員）

（注）当社は上記の法人等との間には特別な関係はありません。

②社外役員の主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役
（監査等委員） 谷 口 哲 一

主に弁護士としての豊富な経験に基づく見地及び独立
した客観的立場から、取締役会等の場において経営
上・事業上のリスク等に関する事項について指摘や提
言をするなど、意思決定の適正性を確保するため必要
な発言を行っております。また、監査等委員として、
豊富な知見・客観的な観点から監査体制の強化に推進
するほか、指名報酬委員として審議に参画しておりま
す。

取締役会 23回／23回（100％）
監査等委員会 13回／13回（100％）
指名報酬委員会 2 回／ 2 回（100％）

取 締 役
（監査等委員） 芹 澤 浩

主に上場会社の取締役を歴任した豊富な経験に基づく
見地及び独立した客観的立場から、取締役会等の場に
おいて、審議に積極的に参画するとともに、経営全体
を俯瞰し、本質的な課題やリスクを把握したうえでの
助言・提言等、当社グループの企業価値向上に資する
発言を積極的に行っております。また、指名報酬委員
長として審議の充実等に主導的な役割を果たしており
ます。

取締役会 23回／23回（100％）
監査等委員会 10回／10回（100％）
指名報酬委員会 2 回／ 2 回（100％）
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区 分 氏 名 主な活動状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役
（監査等委員） 阿知波 知 子

主に公認会計士としての豊富な経験に基づく見地及び
独立した客観的立場から、取締役会等の場において当
社が抱える主として財務上のリスクへの対応について
指摘をするなど、意思決定の適正性を確保するために
必要な発言を行っております。また、監査等委員とし
て、豊富な知見・客観的な観点から監査体制の強化に
推進するほか、指名報酬委員として審議に参画してお
ります。

取締役会 23回／23回（100％）
監査等委員会 13回／13回（100％）
指名報酬委員会 2 回／ 2 回（100％）
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５．会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
①公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬 60.5百万円
②当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利
益の合計額 60.5百万円

（注）1．当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査
報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人
の報酬等にはこれらの合計額を記載しております。

2．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠
等を確認し、検証した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っており
ます。

（3）非監査業務の内容
当社は会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の監査証明業務以外の業務を委託

しておりません。

（4）子会社の監査に関する事項
当社の子会社である広東日信創富建築新材料有限公司は、当社の会計監査人以外の監査法

人による監査を受けております。なお、広東日信創富建築新材料有限公司は、2025年12月
22日付で清算結了いたしました。

（5）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
会計監査人が、会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合、必

要に応じて、監査等委員会は、監査等委員全員の同意により会計監査人を解任いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人の適格性、専門性、当社からの独立性、その他の評価基
準に従い総合的に評価し、会計監査人の職務の執行に支障があると判断されるなど、会計監
査人の変更が必要と認められる場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任
に関する議案の内容を決定いたします。

（6）責任限定契約の内容の概要
当社は2015年６月29日開催の定時株主総会で定款を変更し、会計監査人の責任限定契約

に関する規定を設けております。
当該定款に基づき当社が会計監査人と締結した責任限定契約の内容の概要は次のとおりで

あります。
会計監査人は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任について、その職務を行うに

つき善意でありかつ重大な過失がないときは、980万円又は会社法第425条第１項に定める
最低責任限度額のいずれか高い額を限度として損害賠償責任を負担するものとしておりま
す。
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６．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社グループでは、株主の皆様に対する利益還元を経営上重要な課題の１つとして位置付け

ております。

①基本方針
当社は、企業価値の向上を通じて株式価値を高めていくことが株主の皆様に共通する利

益還元と捉えております。そのために、将来の成長投資や財務基盤改善のために必要な内
部留保、配当や自己株式の取得を通じた株主還元のバランスを総合的に考慮したうえで、
１株当たり年間配当金の下限を32円とする累進配当を実施してまいります。

②配当回数と決定機関
剰余金の配当は、中間配当と期末配当の年２回としております。
また当社は取締役会の決議により毎年９月30日を基準日として中間配当をすることが

できる旨、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別
段の定めのある場合を除き、取締役会の決議によって定める旨、定款で定めております。

③内部留保資金の使途
内部留保資金につきましては、戦略的M&Aや一層の事業拡大を目指すための設備投資、

人材育成など、有効な投資資金として活用し、企業価値の向上に努める考えであります。
そのほか、借入金の返済に充当することを想定しております。

当期につきましては、2026年５月11日開催の取締役会において、剰余金の処分に関して決
議し、当期の期末配当金は、１株当たり18.0円といたしました。中間配当は１株当たり16.0
円を実施しており、年間配当は１株当たり34.0円となります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結財政状態計算書
（2026年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産 流 動 負 債
現 金 及 び 現 金 同 等 物 2,957,164 営業債務及びその他の債務 1,571,841
営業債権及びその他の債権 3,319,564 借 入 金 5,024,946
棚 卸 資 産 3,124,741 社 債 8,364
そ の 他 の 金 融 資 産 132,553 未 払 法 人 所 得 税 412,225
そ の 他 の 流 動 資 産 191,262 そ の 他 の 金 融 負 債 179,570
流 動 資 産 合 計 9,725,286 そ の 他 の 流 動 負 債 398,667

流 動 負 債 合 計 7,595,616
非 流 動 資 産
有 形 固 定 資 産 6,606,634 非 流 動 負 債
使 用 権 資 産 1,075,277 社 債 33,602
の れ ん 12,284,217 借 入 金 5,649,607
無 形 資 産 1,404,526 引 当 金 118,976
そ の 他 の 金 融 資 産 774,302 そ の 他 の 金 融 負 債 913,778
繰 延 税 金 資 産 82,805 繰 延 税 金 負 債 648,122
そ の 他 の 非 流 動 資 産 31,439 そ の 他 の 非 流 動 負 債 113,845
非 流 動 資 産 合 計 22,259,203 非 流 動 負 債 合 計 7,477,932

負 債 合 計 15,073,548
（資本の部）

資 本 金 153,576
資 本 剰 余 金 6,929,957
利 益 剰 余 金 10,175,678
自 己 株 式 △412,127
その他の資本の構成要素 63,856
親会社の所有者に帰属する持分合計 16,910,940

資 本 合 計 16,910,940
資 産 合 計 31,984,489 負 債 ・ 資 本 合 計 31,984,489

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

2026年05月27日 15時57分 $FOLDER; 37ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 36 ―

連結損益計算書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 収 益 20,138,628
売 上 原 価 △14,704,757
売 上 総 利 益 5,433,870

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 △3,217,108
そ の 他 の 収 益 534,034
そ の 他 の 費 用 △262,601
営 業 利 益 2,488,194

金 融 収 益 23,565
金 融 費 用 △198,293
税 引 前 利 益 2,313,466
法 人 所 得 税 費 用 △597,785
当 期 利 益 1,715,680

当 期 利 益 の 帰 属
親 会 社 の 所 有 者 1,718,316
非 支 配 持 分 △2,635

当 期 利 益 1,715,680
（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結持分変動計算書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

（単位：千円）
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式

2025年４月１日残高 153,576 6,930,092 8,885,060 △137,618
当期利益 − − 1,718,316 −
その他の包括利益 − − − −

当期包括利益合計 − − 1,718,316 −
自己株式の取得 − − − △299,971
自己株式の処分 − △134 − 25,462
配当金 − − △439,716 −
企業結合による変動 − − 12,017 −
連結範囲の変動 − − − −

所有者との取引額等合計 − △134 △427,698 △274,509
2026年３月31日残高 153,576 6,929,957 10,175,678 △412,127

その他の資本の構成要素 親 会 社 の
所有者に帰属
する持分合計

非 支 配 持 分 資 本 合 計その他の包括利益を
通じて公正価値で
測定する金融資産

在外営業活動体の
外貨換算差額

その他の資本の
構成要素合計

2025年４月１日残高 342 10,355 10,697 15,841,808 5,005 15,846,814
当期利益 − − − 1,718,316 △2,635 1,715,680
その他の包括利益 63,513 △10,355 53,158 53,158 △9,949 43,209

当期包括利益合計 63,513 △10,355 53,158 1,771,474 △12,585 1,758,889
自己株式の取得 − − − △299,971 − △299,971
自己株式の処分 − − − 25,327 − 25,327
配当金 − − − △439,716 − △439,716
企業結合による変動 − − − 12,017 − 12,017
連結範囲の変動 − − − − 7,579 7,579

所有者との取引額等合計 − − − △702,342 7,579 △694,762
2026年３月31日残高 63,856 − 63,856 16,910,940 − 16,910,940

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2026年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産 7,798,452 流 動 負 債 6,385,916
現 金 及 び 預 金 2,210,138 買 掛 金 679,149
受 取 手 形 20,363 短 期 借 入 金 3,600,000
電 子 記 録 債 権 222,286 １年内返済予定の長期借入金 1,450,088
売 掛 金 1,890,739 リ ー ス 債 務 20,836
商 品 及 び 製 品 2,055,599 未 払 金 137,847
仕 掛 品 412,796 未 払 費 用 69,531
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 590,805 未 払 法 人 税 等 309,215
前 払 費 用 44,565 賞 与 引 当 金 73,057
未 収 入 金 59,545 そ の 他 46,191
そ の 他 293,151
貸 倒 引 当 金 △1,539 固 定 負 債 5,700,459

固 定 資 産 14,214,929 長 期 借 入 金 5,504,018
有 形 固 定 資 産 5,042,784 リ ー ス 債 務 48,091
建 物 632,563 資 産 除 去 債 務 54,430
構 築 物 175,581 繰 延 税 金 負 債 90,020
機 械 及 び 装 置 84,117 そ の 他 3,900
車 両 運 搬 具 11,475 負 債 合 計 12,086,376
工 具、 器 具 及 び 備 品 67,148 （純資産の部）
土 地 2,294,543 株 主 資 本 9,899,061
リ ー ス 資 産 61,806 資 本 金 153,576
レ ン タ ル 資 産 1,644,973 資 本 剰 余 金 6,784,522
建 設 仮 勘 定 70,574 資 本 準 備 金 53,576

無 形 固 定 資 産 4,654,411 そ の 他 資 本 剰 余 金 6,730,946
の れ ん 4,019,745 利 益 剰 余 金 3,373,089
商 標 権 523,175 利 益 準 備 金 25,000
ソ フ ト ウ エ ア 80,051 そ の 他 利 益 剰 余 金 3,348,089
そ の 他 31,439 繰 越 利 益 剰 余 金 3,348,089

投 資 そ の 他 の 資 産 4,517,733 自 己 株 式 △412,127
投 資 有 価 証 券 100,173
関 係 会 社 株 式 4,361,148 評 価 ・ 換 算 差 額 等 27,944
関 係 会 社 出 資 金 250 その他有価証券評価差額金 27,944
破 産 更 生 債 権 等 0
長 期 前 払 費 用 9,677
長 期 未 収 入 金 15,842
そ の 他 50,910
貸 倒 引 当 金 △20,269 純 資 産 合 計 9,927,005
資 産 合 計 22,013,381 負債・純資産合計 22,013,381

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 14,552,236
売 上 原 価 10,846,724

売 上 総 利 益 3,705,511
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,807,889

営 業 利 益 897,622
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 13,536
仕 入 割 引 9,399
経 営 指 導 料 等 68,900
そ の 他 10,506 102,342

営 業 外 費 用
支 払 利 息 124,053
支 払 手 数 料 20,843
そ の 他 2,894 147,791
経 常 利 益 852,174

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,242 1,242

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損 3,156
子 会 社 清 算 損 6,685 9,841
税 引 前 当 期 純 利 益 843,574
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 416,049
法 人 税 等 調 整 額 416 416,466
当 期 純 利 益 427,108

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本
剰余金

資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

2025年４月１日残高 153,576 53,576 6,731,080 6,784,657 25,000 3,360,697 3,385,697

当期変動額

自己株式の取得

自己株式の処分 △134 △134

剰余金の配当 △439,716 △439,716

当期純利益 427,108 427,108
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 − − △134 △134 − △12,607 △12,607

2026年３月31日残高 153,576 53,576 6,730,946 6,784,522 25,000 3,348,089 3,373,089

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

2025年４月１日残高 △137,618 10,186,312 4,951 4,951 10,191,264

当期変動額

自己株式の取得 △299,971 △299,971 △299,971

自己株式の処分 25,462 25,327 25,327

剰余金の配当 △439,716 △439,716

当期純利益 427,108 427,108
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 22,992 22,992 22,992

当期変動額合計 △274,509 △287,251 22,992 22,992 △264,258

2026年３月31日残高 △412,127 9,899,061 27,944 27,944 9,927,005

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告
独立監査人の監査報告書

2026年５月27日
信和株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
名古屋事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 馬 渕 宣 考
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 樋 口 幹 根

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、信和株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、国際

会計基準で求められる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠して、信和株式会社及び連結子会社から
なる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示
しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される
規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、連結計算書類を会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、国際会計基

準で求められる開示項目の一部を省略した会計の基準により作成し、適正に表示することにある。これに
は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と
判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適
切であるかどうかを評価し、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、国際会計基準で求
められる開示項目の一部を省略した会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合
には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、国際
会計基準で求められる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する
注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象
を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関
する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告
独立監査人の監査報告書

2026年５月27日
信和株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
名古屋事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 馬 渕 宣 考
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 樋 口 幹 根

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、信和株式会社の2025年４月１日から

2026年３月31日までの第12期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規
定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい
る。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。
計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第12期事業年度における取締役の職務
の執行を監査いたしました。その方法及び結果について以下の通り報告いたします。
１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第339条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容

並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構
築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記
の方法で監査を実施いたしました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、電話回

線又はインターネット等を経由した手段も活用しながら、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会
議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いた
しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項については、
有限責任 あずさ監査法人と協議を行うとともに、その監査の実施状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結財政状態計算
書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま

せん。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ

ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認めら
れません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2026年５月27日
信和株式会社 監査等委員会

監査等委員 谷口 哲一 ㊞
監査等委員 芹澤 浩 ㊞
監査等委員 阿知波知子 ㊞

（注）監査等委員谷口哲一、芹澤浩及び阿知波知子は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定す
る社外取締役であります。

以 上
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図

開催場所　岐阜県大垣市万石二丁目31番地
　　　　　大垣フォーラムホテル　２階　旭の間
　　　　　電話　0584（81）4171

開催日時　2026年６月26日（金曜日）午前10時

・当日は、ＪＲ東海道本線「大垣駅」南口より午前9時２０分、９時３０分に出発予定の送迎バスを
　用意しておりますので、ご利用ください。

・お車でお越しの方は、当会場（大垣フォーラムホテル）の駐車場をご利用ください。
　　ＪＲ東海道本線「大垣駅」より車で約10分
　　ＪＲ東海道新幹線「岐阜羽島駅」より車で約20分
　　名神高速道路「大垣I.C.」より車で約20分
　　名神高速道路「岐阜羽島I.C.」より車で約15分

【交通機関のご案内】
送迎バスをご利用の方

お車の方
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電子提供措置の開始日 2026年６月３日

株主の皆様へ

第12回定時株主総会
その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

業務の適正を確保するための体制及び
運用状況

連結計算書類の連結注記表

計算書類の個別注記表

信和株式会社
（証券コード3447）
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業務の適正を確保するための体制及び運用状況
当社グループでは、業務の適正を確保するための体制等として、以下の12項目の整備事項を
取締役会で定め、運用しております。

（1）当社及び当社子会社（以下、「当社グループ」という。）の取締役等及び使用人の職務の
執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

1. 取締役及び使用人は、法令等の遵守があらゆる企業活動の前提であると認識し、企業
人として「経営理念」及び「行動規範」に則して行動する。

2. 取締役及び使用人が法令及び定款を遵守し、社会規範に基づいた行動をとるための行
動規範として「コンプライアンス規程」及び「コンプライアンス・マニュアル」を制
定し、コンプライアンス強化のための指針として、教育・啓蒙活動を実施する。

3. 監査等委員会は、独立した立場から内部統制システムの整備・運用状況も含め、取締
役の職務執行を監査する。

4. 事業活動全般にわたる内部監査については、代表取締役社長に直属する内部監査室が
実施する。さらに、内部通報制度により取締役及び使用人その他当社の業務に従事す
る者が不利益を受けることなく通報できる「通報・相談窓口」を設置・運営し、内部
統制の補完、強化を図る。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に対する体制
取締役の職務執行に係る情報は、文書または電磁的媒体に記録し、「情報管理規程」に
従いこれらを保存、管理する。

（3）当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他体制
1. 「リスク管理規程」を定め、事業活動全般に係る個々のリスクについて、代表取締役

社長を委員長とするリスク管理委員会を設置し定期的にリスクの点検、評価、対策等
を管理、監督する。

2. 大地震、水害等の突発的な有事においては、代表取締役社長を緊急対策本部長とする
緊急対策体制をとり、損害の拡大を防いでこれを最小限に止める体制を整備する。

（4）当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
1. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制の基礎として、定時取締

役会を月一回（子会社については三ヶ月に一回）開催するほか、必要に応じて臨時取
締役会を開催し、議論、審議にあたる。また、取締役会の決定事項に基づき迅速かつ
効率的に業務を執行するため、執行役員制度を採用し、業務執行権限を委譲する。

2. 取締役は定時及び臨時の取締役会における業務執行報告により、その執行状況を適切
に監視し、業務執行の適正性及び効率性を確保する。
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（5）当社グループからなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
1. 当社は業務の適法性、企業倫理性を確保すべく「関係会社規程」を制定し、グループ

全体として社会的責任を果たすべく体制を整備する。
2. 「関係会社規程」及び「内部監査規程」に基づき、関係会社の内部監査を実施し、子

会社から独立した立場で業務執行の適正性、損失の危険に対する管理、業務執行の効
率性、業務執行の法令及び定款に対する適合性について監査を行うことにより業務の
適正を確保する。

3. 原則として子会社には当社の役員を役員として派遣するとともに、重要事項に関して
は当社の事前承認または当社への報告を行う。

（6）監査等委員会がその職務を補助すべき使用人（以下、「補助使用人」という。）を置くこ
とを求めた場合における当該使用人に関する体制並びにその使用人の取締役（監査等委
員である取締役を除く）からの独立性に関する事項

1. 監査等委員会が補助使用人を置くことを求めたときは、会社は当社の使用人から補助
使用人を任命するものとする。

2. 補助使用人の取締役からの独立性を確保するために、監査等委員会は補助使用人の人
事について事前に報告を受け、必要な場合は会社に対して変更を申し入れることがで
きるものとする。

3. 補助使用人は、監査等委員でない取締役の指揮命令は受けず、監査等委員会の指揮命
令に従うものとする。

（7）監査等委員でない当社グループの取締役及び使用人等（以下「当社グループの取締役
等」という。）による監査等委員会への報告に関する体制

1. 当社グループの取締役等は、重大な法令または定款違反及び不正な行為並びに当社グ
ループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実を知ったときは、遅滞なく監査等委員
会に報告する。

2. 当社グループを対象とする社内通報により、重大な法令違反その他コンプライアンス
上の重大な問題が生じたときは、監査等委員会へ報告を行う。

3. 当社グループの取締役等は、監査等委員会の求めに応じて事業の報告を行うととも
に、当社グループの業務及び財産の状況の調査に協力を行う。

（8）当社の監査等委員会へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱を
受けないことを確保するための体制
当社グループの取締役等は、法令その他のコンプライアンス上の問題について監査等委
員会への適切な報告体制の確保を図るものとする。また、通報をした従業員等が通報を
理由に不利益な取扱いを受けることがない旨を含めるものとする。
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（9）監査等委員の職務の執行（監査等委員の職務の執行に関するものに限る。）について生
じる費用の取扱いに関する事項
監査等委員がその職務の執行につき当社に対して費用の前払いまたは償還の請求をした
ときは、当該請求に係る費用または債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと
認められた場合を除き、速やかにこれに応じるものとする。

（10）その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
1. 監査等委員会が会計監査人から会計監査に関する報告及び説明を受け、必要に応じて

監査実施状況の聴取を行う体制を確保する。
2. 内部監査室と監査等委員会との連携体制を確保することで、不正・不当行為の牽制・

早期発見を行うための実効的な監査体制の整備を図る。
3. 監査等委員会が業務に関する説明または報告を求めた場合、当社グループの取締役等

は迅速かつ適切に対応する体制を整える。
4. 補助使用人は監査等委員会に対し監査が実効的かつ効率的に行われるよう情報提供を

行う。

（11）財務報告の適正性を確保するための体制
金融商品取引法の定めにより、財務報告に係る内部統制が有効かつ適切に行われる体制
を整備し、会計監査人との連携を図り、財務報告の信頼性と適正性を確保する。

（12）反社会的勢力排除に向けた体制
1. 反社会的勢力に対しては、管理本部に情報を収集し対応する。
2. 反社会的勢力とは、取引関係をはじめとする一切の関わりを排除した上で、企業活動

における社会的責任を果たしていくことを基本方針とする。
3. 反社会的勢力排除体制として、「反社会的勢力対応規程」及び「反社会的勢力への対

応マニュアル」を制定し、取引先に対して、インターネットを利用した新聞記事検索
や風評確認による属性チェックを行うとともに、取引先との間で締結する基本契約書
等においては、取引先が反社会的勢力であることが判明した場合には、契約を解除で
きる旨の暴力団排除条項を盛り込む。

4. 警察署や顧問弁護士等の外部専門機関と反社会的勢力に関して連携を図る。

上記業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、当社グループの経営理念及び行
動方針に基づき、社内ホームページや社内会議等を用いて、経営理念の浸透や法令遵守への向
上を図る取り組みを行っているほか、有効な内部通報制度の整備や、監査等委員会及び内部監
査室による監査によって、コンプライアンスの水準を維持・向上させるよう努めております。
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連結注記表
【連結計算書類作成のための基本となる重要な事項】
１．連結計算書類の作成基準

連結計算書類は、会社計算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（以下、「ＩＦ
ＲＳ」という。）に準拠して作成しております。なお、本連結計算書類は同項後段の規定に
より、ＩＦＲＳで求められる開示事項の一部を省略しております。

２．連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 ９社

（2）連結子会社の名称 広東日信創富建築新材料有限公司、株式会社ヤグミ、株式会社
池田工務店、株式会社ITABASHI、Kisaragi Global Link協同
組合、株式会社凰金属工業、海津建設株式会社、株式会社港
組、株式会社ハウスセンター中部
株式会社凰金属工業、海津建設株式会社、株式会社港組、株

式会社ハウスセンター中部は、当連結会計年度において株式を
取得したため当連結会計年度から連結子会社に含めておりま
す。
広東日信創富建築新材料有限公司は、2025年12月22日付

で清算結了いたしました。

３．会計方針に関する事項
（1）重要な資産及び負債の評価基準及び評価方法

①棚卸資産
棚卸資産は、取得原価と正味実現可能価額のうちいずれか低い方の金額で測定しており

ます。
棚卸資産の取得原価には、購入原価及び加工費が含まれており、主として総平均法に基

づいて算定されております。
加工費は、固定及び変動製造間接費の適切な配賦額を含んでおります。
正味実現可能価額は、通常の事業過程における予想売価から、完成までに要する見積原

価及び販売に要する見積費用を控除した金額であります。

②金融商品
非デリバティブ金融資産
当社グループは金融資産を、当社グループがその金融商品に関する契約の当事者とな

った取引日に当初認識しております。
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金融資産は、公正価値により当初測定しております。当初認識後に純損益を通じて公
正価値で測定するものではない金融資産については、その金融資産の取得のために直接
要した取引費用を当初測定金額に含めております。

（ａ）償却原価で測定する金融資産
金融資産は、以下の要件を満たす場合に償却原価で測定する金融資産に分類してお

ります。
・契約上のキャッシュ・フローを回収するために資産を保有することを目的とする
事業モデルに基づいて保有されている。

・金融資産の契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払のみであるキ
ャッシュ・フローが所定の日に生じる。

当初認識後の測定は、実効金利法による償却原価で行っております。
償却原価で測定する金融資産に係る予想信用損失に対する貸倒引当金を認識してお

ります。
当社グループは、期末日ごとに金融資産の信用リスクを期末日現在と当初認識日現

在で比較し、金融資産に係る信用リスクの著しい増加の有無を評価しております。
金融資産に係る信用リスクが当初認識以降に著しく増加している場合には、当該金

融資産に係る貸倒引当金を全期間の予想信用損失に等しい金額で測定し、著しく増加
していない場合には、12ヶ月の予想信用損失に等しい金額で測定しております。な
お、上記にかかわらず、重大な金融要素を含んでいない営業債権については、貸倒引
当金を全期間の予想信用損失に等しい金額で測定しております。

（ｂ）その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産
当社グループは、当初認識時に、資本性金融商品のうち売買目的で保有するもの以

外のものについて、原則としてその公正価値の変動をその他の包括利益に認識するこ
とを選択しております。その他の包括利益を通じて認識することを選択する場合に
は、その指定を行い、取消不能なものとして継続的に適用しております。当初認識後
の測定は、その他の包括利益を通じて公正価値で行っております。
当該金融商品を売却する場合には、認識されていた累積利得または損失は、売却時

にその他の包括利益から利益剰余金に振り替えております。当該金融資産からの配当
金については純損益として認識しております。

（ｃ）純損益を通じて公正価値で測定する金融資産
当社グループは、償却原価で測定する金融資産またはその他の包括利益を通じて公

正価値で測定する金融資産以外の金融資産は、純損益を通じて公正価値で測定する金
融資産に分類しております。当初認識後の測定は、純損益を通じて公正価値で行って
おります。

2026年05月27日 15時57分 $FOLDER; 54ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 53 ―

当社グループは、キャッシュ・フローに対する契約上の権利が消滅したか、譲渡さ
れたか、または実質的に所有に伴う全てのリスクと経済価値が移転した場合に金融資
産の認識を中止しております。

非デリバティブ金融負債
当社グループでは、デリバティブ以外の金融負債として、有利子負債、仕入債務及び

その他の債務を有しており、契約の当事者となった取引日に当初認識しております。当
該金融負債は、当初認識時に公正価値から発行に直接起因する取引費用を控除して測定
しており、当初認識後は、実効金利法による償却原価で測定しております。
当社グループでは、義務を履行した場合、もしくは契約上の義務が免責、取消または

失効となった場合に金融負債の認識を中止しております。

デリバティブ
当社グループは、一部の原材料の仕入を米国ドル建で行っており、為替リスクをヘッ

ジするために為替予約を利用しております。
これらのデリバティブは、契約が締結された時点の公正価値で当初認識され、その後

も公正価値で事後測定しております。デリバティブの利得又は損失は、純損益として認
識しております。ただし、キャッシュ・フロー・ヘッジの有効な部分はその他の包括利
益として認識しております。

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産

有形固定資産の測定には原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損
失累計額を控除した価額で測定しております。取得原価には、取得に直接付随する費用、
解体・除去及び設置場所の原状回復費用の当初見積額を含めております。
減価償却費は、償却可能価額を各構成要素の見積耐用年数にわたって、主として定額法

により算定しております。償却可能価額は、資産の取得原価から残存価額を差し引いて算
出しております。土地及び建設仮勘定は減価償却を行っておりません。
主要な有形固定資産項目ごとの見積耐用年数は次のとおりであります。
建 物 及 び 構 築 物 10〜34年
機械装置及び運搬具 ２〜12年
工具、器具及び備品 ２〜10年
レ ン タ ル 資 産 ８年

有形固定資産の残存価額と耐用年数は各連結会計年度の末日には再検討を行い、必要に
応じて見積りを変更しております。

2026年05月27日 15時57分 $FOLDER; 55ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 54 ―

②無形資産
ａ．のれん

のれんは、取得原価から減損損失累計額を控除した金額で測定しております。
のれんは償却を行わず、配分した資金生成単位に減損の兆候がある場合及び減損の兆

候の有無に関わらず各年度の一定時期に減損テストを実施しております。

ｂ．無形資産
無形資産は、原価モデルを採用し、取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控

除した価額で計上しております。

（ａ）個別に取得した無形資産
個別に取得した無形資産は、当初認識時に取得原価で測定しております。

（ｂ）企業結合で取得した無形資産
企業結合で取得した無形資産は、当該無形資産の取得原価を取得日現在の公正価値

で測定しております。
耐用年数を確定できる無形資産は、当該資産の見積耐用年数にわたり定額法により

償却しております。償却は、当該資産が使用可能となった時点に開始しております。
主要な無形資産項目の見積耐用年数は次のとおりであります。
ソフトウエア ５年
顧客関連資産 ８年
耐用年数を確定できる無形資産の償却期間及び償却方法は各連結会計年度の末日に

は再検討を行い、必要に応じて見積りを変更しております。

③リース
当社グループは、契約の開始時に、特定された資産の使用を支配する権利が一定期間に

わたって対価と交換に移転する場合には、当該契約はリースであるかまたはリースを含ん
でいると判定しております。但し、リース期間が12ヶ月以内の短期リース及び少額資産
のリースについて、使用権資産及びリース負債を認識しないことを選択しております。
契約がリースであるかまたはリースを含んでいる場合、短期リースまたは少額資産のリ

ースを除き、開始日において使用権資産及びリース負債を連結財政状態計算書に計上して
おります。短期リース及び少額資産のリースに係るリース料はリース期間にわたり定額法
により費用として認識しております。
使用権資産の測定には原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損失

累計額を控除した価額で測定しております。
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取得原価には、リース負債の当初測定の金額、開始日以前に支払ったリース料、当初直
接コストを含めております。使用権資産は、見積耐用年数とリース期間のいずれか短い期
間にわたって、定額法で減価償却を行っております。リース負債は、支払われていないリ
ース料の現在価値で測定しております。リース料は、実効金利法に基づき金融費用とリー
ス債務の返済額とに配分しております。金融費用は連結損益計算書で認識しております。

（3）非金融資産の減損
のれん及び耐用年数が確定できない無形資産の減損
当社グループでは、期末日ごとに、のれん及び耐用年数が確定できない無形資産が減損

している可能性を示す兆候の有無を判断しております。
のれん及び耐用年数が確定できない無形資産は、企業結合のシナジーから便益を享受で

きると期待される資金生成単位または資金生成単位グループに配分し、その資金生成単位
または資金生成単位グループに減損の兆候がある場合及び減損の兆候の有無に関わらず各
年度の一定時期に、減損テストを実施しております。減損テストにおいて資金生成単位ま
たは資金生成単位グループの回収可能価額が帳簿価額を下回る場合には、減損損失は資金
生成単位または資金生成単位グループに配分されたのれんの帳簿価額から減額し、次に資
金生成単位または資金生成単位グループにおけるその他の資産の帳簿価額の比例割合に応
じて各資産の帳簿価額から減額しております。
回収可能価額は、処分コスト控除後の公正価値と使用価値のいずれか高い方で算定して

おります。使用価値は、見積将来キャッシュ・フローを貨幣の時間価値及びその資金生成
単位または資金生成単位グループの固有のリスクを反映した税引前の割引率を用いて現在
価値に割り引いて算定しております。
のれん及び耐用年数が確定できない無形資産の減損損失は純損益に認識し、のれんにつ

いてはその後の期間に戻入れは行っておりません。

（4）重要な引当金の計上基準
引当金は、当社グループが過去の事象の結果として、現在の法的債務または推定的債務を

負い、債務の決済を要求される可能性が高く、かつ、その債務の金額について信頼性のある
見積りが可能な場合に認識しております。
引当金は、期末日における債務に関するリスクと不確実性を考慮に入れた見積将来キャッ

シュ・フローを貨幣の時間価値及びその負債に特有のリスクを反映した税引前の利率を用い
て現在価値に割り引いて測定しております。
当社グループは引当金として、資産除去債務を認識しております。
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（5）収益認識
顧客との契約について、以下のステップを適用することにより収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時に収益を認識する

①商品及び製品の販売による収益
商品及び製品販売については、主として顧客への製品の引渡し時点で製品に対する支配

が顧客に移転し、履行義務が充足されたと判断して収益を認識しています。

②役務の提供
役務の提供から生じた収益は、主として契約に基づく役務提供の成果の引き渡し時点に

履行義務を充足したものとして収益を認識しております。仮設資材架払工事に関しては、
工事の進捗度に応じて収益を認識しております。

資材のレンタルについては、貸手のオペレーティング・リースとして会計処理し、収益は
時の経過に応じ一定期間にわたって認識しております。

（6）外貨の換算基準
①外貨建取引

当社グループ各社の計算書類は、その企業が事業活動を行う主たる経済環境の通貨であ
る機能通貨で作成しております。
外貨建取引は、取引日の為替レートまたはそれに近似するレートで当社グループ各社の

機能通貨に換算しております。
期末日における外貨建の貨幣性資産及び負債は、期末日の為替レートで機能通貨に換算

し、換算及び決済により生じる換算差額は、純損益として認識しております。

②在外営業活動体
在外営業活動体の資産及び負債については期末日の為替レート、収益及び費用について

は期中平均レートを用いて日本円に換算しております。在外営業活動体の計算書類の換算
から生じる為替換算差額は、その他の包括利益として認識しております。在外営業活動体
の換算差額は、在外営業活動体が処分された期間に純損益として認識されます。
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【会計上の見積りに関する注記】
ＩＦＲＳに準拠した連結計算書類の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負

債、収益及び費用の金額に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定を行うことが要求されておりま
す。実際の業績は、その性質上これらの見積り及び仮定とは異なる結果となる場合があります。
見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの見直しによる影響

は、見積りを見直した会計期間と将来の会計期間において認識されます。

経営者が行った連結計算書類の金額に重要な影響を与える判断及び見積りは以下のとおりであ
ります。

１．のれん及び耐用年数を確定できない商標権
当連結会計年度の連結財政状態計算書において、のれん12,284,217千円及び商標権
1,200,225千円が計上されています。
のれん及び耐用年数を確定できない商標権について、「注記３．会計方針に関する事項 （3）
非金融資産の減損」に従って、減損テストを実施しております。
資金生成単位グループごとの使用価値の測定に用いる将来キャッシュ・フローは、取締役会
で承認された中期経営計画を基礎とし、将来の販売量及び原材料価格の予測等を主要な仮定
として織り込んでおります。
当該見積り及び当該仮定について、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要と
なった場合、翌連結会計年度の連結計算書類において減損損失が発生する可能性がありま
す。

２．棚卸資産の評価
当連結会計年度の連結財政状態計算書において、棚卸資産3,124,741千円が計上されていま
す。収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定した結果、当連結会計年度において
費用として認識した棚卸資産の評価減の金額は、69,535千円であります。
棚卸資産は、取得原価で測定しておりますが、報告期間末における正味実現可能価額が取得
原価より下落している場合には、当該正味実現可能価額で測定し、取得原価との差額を原則
として売上原価に認識しております。また、営業循環過程から外れて滞留する棚卸資産につ
いては、将来の需要や市場動向を反映して正味実現可能価額等を算定しております。
市場環境が予測より悪化して正味実現可能価額が著しく下落した場合には、損失が発生する
可能性があります。
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【連結財政状態計算書に関する注記】
１．資産から直接控除した貸倒引当金

営業債権及びその他の債権 99,970千円
その他の金融資産 18,519千円

２．担保に供している資産
金融機関とのコミットメントライン契約の担保に供している資産は次のとおりであります。
建物及び構築物 454,855千円
土地 1,438,408千円

上記に対応する債務は次のとおりであります。
借入金 4,904,929千円

３．有形固定資産の減価償却累計額 5,300,173千円

４．使用権資産の減価償却累計額
（減損損失累計額を含む） 536,165千円

５．財務制限条項
借入金6,099,586千円（１年内返済予定の借入金2,449,335千円を含む）について、財務
制限条項が付されております。これに抵触した場合に、借入先の要求に基づき、該当する借
入金の返済を求められることがあります。

2023年12月27日付信和株式会社向金銭消費貸借契約（エージェント：株式会社みずほ銀行）
① 各年度の決算期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額を2023年３月

決算期末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％以上に維持するこ
と。但し、各決算期につき、のれんに関する減損会計にもとづく損失控除額は組戻すも
のとする。

② 各年度の決算期の末日において、連結の損益計算書に示される営業損益が２期連続して
損失とならないようにすること。

2024年９月26日付信和株式会社向金銭消費貸借契約（エージェント：株式会社みずほ銀行）
① 各年度の決算期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額を2024年３月

決算期末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％以上に維持するこ
と。但し、各決算期につき、のれんに関する減損会計にもとづく損失控除額は組戻すも
のとする。

② 各年度の決算期の末日において、連結の損益計算書に示される営業損益が２期連続して
損失とならないようにすること。
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【連結持分変動計算書に関する注記】
１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

当連結会計年度末における発行済株式数
普通株式 14,103,000株

２．配当に関する事項
（1）当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

2025年５月14日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。
・普通株式の配当に関する事項
① 配当金の総額 222,761千円
② １株当たり配当額 16円
③ 基準日 2025年３月31日
④ 効力発生日 2025年６月９日
⑤ 配当の原資 利益剰余金
2025年11月６日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項
① 配当金の総額 216,955千円
② １株当たり配当額 16円
③ 基準日 2025年９月30日
④ 効力発生日 2025年12月２日
⑤ 配当の原資 利益剰余金

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となる
もの
2026年５月11日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項
① 配当金の総額 244,059千円
② １株当たり配当額 18円
③ 基準日 2026年３月31日
④ 効力発生日 2026年６月12日
⑤ 配当の原資 利益剰余金
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【金融商品に関する注記】
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、金融商品から生じる以下のリスクに晒されております。当該リスクを回避
または低減するため、リスク管理を行っております。
・信用リスク（①参照）
・流動性リスク（②参照）
・市場リスク（③参照）
①信用リスク

信用リスクとは、顧客または金融商品の取引相手が契約上の義務を果たすことができな
かった場合に当社グループが負う財務上の損失リスクであり、主に当社グループの顧客か
らの債権から生じております。
営業債権及びその他の債権は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関

しては、社内規程等にしたがい、担当者が主要な取引先の状況を定期的にモニタリング
し、取引先相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収
懸念の早期把握や軽減を図っております。

②流動性リスク
当社グループは、借入金等により資金を調達しておりますが、資金調達環境の悪化など

により支払期日にその支払いを実行できなくなる流動性リスクに晒されております。
当社グループは、流動性リスクの未然防止または低減のため、市場環境や長短のバラン

スを勘案して、資金調達の多様化を図っております。また、各部署からの報告に基づき担
当部署が適時に資金計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持等により流動性リ
スクを管理しております。

③市場リスク
１．市場リスクの管理

当社グループにおける、管理すべき重要な市場リスクは金利リスク及び為替リスクで
あります。

２．金利リスク
借入金は主に、M＆Aに係る資金調達であります。変動金利の借入金は、金利の変動
リスクに晒されておりますが、当社グループでは、借入金に係る支払金利の変動リス
クを抑制するため、銀行から定期的に金融商品に関する情報を収集し見直しを実施し
ております。

３．為替リスク
営業債務は、原則として１年以内の支払期日であります。その一部には原材料等の輸
入に伴う債務があり、為替相場変動リスクに晒されておりますが、当社グループで
は、外貨建債務に係る為替相場の変動リスクを回避するため、為替予約を利用してお
ります。
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２．金融商品の公正価値等に関する事項
当連結会計年度末における金融商品の帳簿価額並びにそれらの公正価値については、以下の
表のとおりであります。
なお、公正価値で測定されていない金融資産または金融負債の帳簿価額が公正価値の合理的
な近似値である場合、それらの項目の公正価値に関する情報は、この表には含まれておりま
せん。

（単位：千円）
連結財政状態計算書計上額 公正価値

金融資産
その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する金融資産
株式 614,549 614,549

純損益を通じて公正価値で
測定する金融資産
ゴルフ会員権等 27,550 27,550
保険積立金 32,735 32,735

金融負債
償却原価で測定する金融負債

長期借入金（１年内返済予定含む） 4,499,586 4,499,586
社債（1年内償還予定含む） 41,967 41,967

上記の公正価値の測定方法は次のとおりであります。
株式
上場株式は、取引所の市場価格、非上場株式は、純資産に基づく評価によっておりま
す。

ゴルフ会員権等
ゴルフ会員権等は、活発でない市場における同一資産の市場価格によっております。

保険積立金
解約返戻金により測定した価格によっております。
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長期借入金（１年内返済予定含む）
変動金利による長期借入金は一定期間ごとに金利の更改が行われており、公正価値が帳
簿価額と近似しているため、公正価値は帳簿価額と同額とみなしております。

社債（1年内償還予定含む）
債務額を満期までの期間及び信用リスクを加味した利率により割り引いた現在価値によ
り算定しております。

【収益認識に関する注記】
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「（5）収益認識」

に記載のとおりであります。

【１株当たり情報に関する注記】
１株当たり親会社所有者帰属持分 1,247円22銭
基本的１株当たり当期利益 126円24銭

【重要な後発事象に関する注記】
該当事項はありません。

【その他の注記】
（企業結合）
（取得による企業結合）
当社は、2025年８月29日開催の取締役会において、海津建設株式会社（以下「海津建設」

といいます。）の株式を取得し子会社化することについて決議し、2025年９月22日付で株式
譲渡契約書を締結いたしました。
また、当該契約に基づき2025年10月１日付で同社の全株式を取得し、子会社化いたしまし

た。

１．企業結合の概要
（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：海津建設株式会社
事業の内容：土木建築請負、設計施工等

（2）企業結合を行った主な理由
当社は、2024年５月９日に公表した中期経営計画（2025年３月期〜2029年３月期）に
おいて、既存事業とのシナジー創出が期待できるM&Aを推進し、新たな事業の柱を育成
することを基本戦略として掲げております。
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海津建設は、1967年の設立以来、半世紀以上にわたり型枠・土木工事を主軸として地域
社会に貢献し、その高い技術力と工事品質により、厚い信頼を獲得しております。
当社グループの主力事業である仮設足場の製造・販売・施工に、海津建設が有する型枠・
土木工事のノウハウが加わることで、建設現場に対し、より一体的かつ広範なサービス提
供が可能となります。また、建設業界共通の課題である人材確保・育成においても、当社
グループのノウハウを共有することで、両社の持続的な成長と業界全体の課題解決への貢
献が期待できます。
さらに、同社は岐阜県海津市をルーツとして東海圏を中心に事業を展開しており、当社グ
ループの中心的な活動地域と共通しております。この共通の土壌を基盤とし、互いの経営
資源を連携させることで、新たな価値創造を目指します。この度のグループ会社化が、両
社の成長をさらに促進させ、建設業界が直面する社会課題の解決に大きく貢献できるもの
と確信しております。

（3）企業結合日
2025年10月１日

（4）企業結合の法的形式
株式取得による子会社化

（5）取得した議決権比率
100％

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2025年10月１日から2026年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 1,100,005千円
取得原価 1,100,005千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー等に対する報酬・手数料等107,003千円を連結損益計算書の「販売費及び
一般管理費」に含めて表示しています。

５．負ののれん発生益の金額及び発生原因
（1）負ののれん発生益の金額 385,295千円

なお、負ののれん発生益の金額は、当連結会計年度末において、企業結合日における識別
可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定が未了であり、取得原価の配分が完了してい
ないため、その時点で入手可能な合理的な情報に基づき暫定的な会計処理を行っておりま
す。

2026年05月27日 15時57分 $FOLDER; 65ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 64 ―

（2）発生原因
企業結合時における被取得企業の時価純資産額が取得原価を上回ったため、その差額を負
ののれん発生益として認識しております。

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
(単位：千円)

流動資産 1,223,719
固定資産 1,077,058
資産合計 2,300,778
流動負債 606,382
固定負債 209,094
負債合計 815,477

７．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益
計算書に及ぼす影響の概算額及びその算定方法
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

2026年05月27日 15時57分 $FOLDER; 66ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 65 ―

個別注記表
【重要な会計方針に係る事項に関する注記】
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式 移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券
市場価格のない
株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定）によっております。

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品及び製品・仕掛品・原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下
に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性
の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっておりま
す。

（3）デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産

（リース資産を除く）
定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を
除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び
構築物については、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建 物 … 10年〜34年
構 築 物 … 10年〜15年
機 械 及 び 装 置 … ３年〜12年
工具、器具及び備品 … ２年〜10年
レ ン タ ル 資 産 … ８年
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（2）無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法によっております。
なお、主な償却年数は次のとおりであります。

の れ ん … 20年
商 標 権 … 20年
ソ フ ト ウ エ ア … ５年

（3）リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によって
おります。

（4）長期前払費用 定額法によっております。

３．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年
度に見合う分を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準
顧客との契約について、以下のステップを適用することにより収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に分配する
ステップ５：履行義務の充足時に収益を認識する

（1）商品及び製品の販売による収益
商品及び製品販売については、主として顧客への製品の出荷時点
で製品に対する支配が顧客に移転し、履行義務が充足されたと判
断して収益を認識しています。

（2）役務の提供 役務の提供から生じた収益は、主として契約に基づく役務提供の
成果の引き渡し時点に履行義務を充足したものとして収益を認識
しております。仮設資材架払工事に関しては、工事の進捗度に応
じて収益を認識しております。

資材のレンタルについては、貸手のオペレーティング・リースとして会計処理し、収益は時
の経過に応じ一定期間にわたって認識しております。
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【会計上の見積りに関する注記】
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年

度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

１．のれん及び商標権
当事業年度の貸借対照表において、のれん4,019,745千円及び商標権523,175千円が計上
されています。
のれん及び商標権は規則的に償却処理をしますが、減損の兆候が認められる場合には、のれ
ん等が帰属する事業から得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較す
ることによって、減損損失の認識の要否を判定します。判定の結果、割引前将来キャッシ
ュ・フローの総額が帳簿価額を下回り減損損失の認識が必要とされた場合、帳簿価額を回収
可能価額（正味売却価額又は使用価値のいずれか高い金額）まで減額し、帳簿価額の減少額
は減損損失として認識されます。
将来キャッシュ・フローは、取締役会で承認された中期経営計画を基礎とし、将来の販売量
及び原材料価格の予測等を主要な仮定として織り込んでおります。
当該見積り及び当該仮定について、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要と
なった場合、翌事業年度の計算書類において減損損失が発生する可能性があります。

２．棚卸資産の評価
当事業年度の貸借対照表において、棚卸資産3,059,201千円が計上されています。収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法により算定した結果、当事業年度において費用として認識し
た棚卸資産の評価減の金額は、69,535千円であります。
当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法については連結注記表「会計上の見積りに
関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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【貸借対照表に関する注記】
１．担保に供している資産

金融機関とのコミットメントライン契約の担保に供している資産は次のとおりであります。
建物 513,557千円
構築物 17,703千円
土地 1,427,599千円

上記に対応する債務は次のとおりであります。
短期借入金 1,600,000千円
長期借入金（１年内返済予定を含む） 3,060,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 5,073,685千円

３．関係会社に対する金銭債権債務
短期金銭債権 297,243千円
短期金銭債務 733,675千円

４．財務制限条項
短期借入金1,600,000千円及び長期借入金4,560,000千円（１年内返済予定の長期借入金
860,000千円を含む）について、財務制限条項が付されております。これに抵触した場合
に、借入先の要求に基づき、該当する借入金の返済を求められることがあります。

2023年12月27日付信和株式会社向金銭消費貸借契約（エージェント：株式会社みずほ銀行）
① 各年度の決算期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額を2023年３月

決算期末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％以上に維持するこ
と。但し、各決算期につき、のれんに関する減損会計にもとづく損失控除額は組戻すも
のとする。

② 各年度の決算期の末日において、連結の損益計算書に示される営業損益が２期連続して
損失とならないようにすること。

2024年９月26日付信和株式会社向金銭消費貸借契約（エージェント：株式会社みずほ銀行）
① 各年度の決算期の末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額を2024年３月

決算期末日における連結財政状態計算書上の資本合計の金額の75％以上に維持するこ
と。但し、各決算期につき、のれんに関する減損会計にもとづく損失控除額は組戻すも
のとする。

② 各年度の決算期の末日において、連結の損益計算書に示される営業損益が２期連続して
損失とならないようにすること。
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【損益計算書に関する注記】
関係会社との取引高

売 上 高 534,560千円
仕 入 高 77,819千円
販売費及び一般管理費 71千円
営業取引以外の取引高 84,940千円

【株主資本等変動計算書に関する注記】
１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

当事業年度末における発行済株式数
普通株式 14,103,000株

２．当事業年度末における自己株式に関する事項
当事業年度末の自己株式の数
普通株式 544,119株
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【税効果会計に関する注記】
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 15,592千円
賞与引当金 22,516千円
土地 240,217千円
会員権 14,680千円
資産除去債務 16,775千円
その他 38,136千円

繰延税金資産小計 347,918千円
評価性引当額 △260,293千円

繰延税金資産合計 87,624千円
繰延税金負債
商標権 △161,242千円
その他 △16,402千円

繰延税金負債合計 △177,644千円
繰延税金負債の純額 △90,020千円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異がある時の、当該
差異の原因となった主要な項目別内訳

（％）
法定実効税率 29.9
（調整）
交際費等永久に損金に算入
されない項目 3.6
のれん償却額 16.8
その他 △0.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率 49.4
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【関連当事者との取引に関する注記】
役員及び主要株主等

種類

会社等の
名称
または
氏名

所在地
資本金
または
出資金

事業の内容
または職業

議決権等の
所有

(被所有)
割合（％）

関連
当事者
との
関係

取引の
内容 取引金額 科目 期末

残高

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している
会社

光陽物産
株式会社

愛知県
名古屋市 15,000千円 金属材料

の販売 ― ― 原材料の
仕入（注） 37,746千円 ̶ ―

（注）価格等の取引条件は、市場の実績価格等を参考にして、その都度交渉のうえ決定しております。

子会社及び関係会社等

種類 会社等の名称
議決権等の
所有割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 株式会社ヤグミ 直接100％
製品の販売
資金の貸付
役員の兼任

製品の販売等
（注１） 543,173千円 売掛金 44,493千円

業務受託料等の
受取（注１） 65,900千円

不動産の購入
（注1） 1,232,188千円

資金の貸付
（注2） 431,215千円

子会社 海津建設株式会社 直接100％ 資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注2） 700,000千円 短期借入金 700,000千円

子会社 株式会社凰金属工業 直接100％ 資金の貸付
役員の兼任

資金の貸付
（注2） 250,000千円 短期貸付金 250,000千円

（注１）価格等の取引条件は、市場価格を勘案して交渉のうえ決定しております。
（注２）資金の貸付・借入は、市場金利を勘案して決定しております。

【収益認識に関する注記】
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「４．収益及び費

用の計上基準」に記載のとおりであります。

【１株当たり情報に関する注記】
１株当たり純資産額 732円14銭
１株当たり当期純利益 31円38銭
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【重要な後発事象に関する注記】
該当事項はありません。
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